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(57)【要約】
【課題】
　砂地盤Ｂの液状対策として砕石によるドレン孔（砕石 
杭）を圧密に且つ効率的に構築する工法を提供する。
【解決手段】上下適宜間隔で砕石投入口１２を設けたケ 
ーシング１と、ケーシング１に内装され、下端に掘削ビ 
ット及び抑え込み螺旋羽根を備えた掘削部２２を設けた 
掘削ロッド２と、ケーシング上端に着脱自在に装着する 
と共に、掘削ロッド上端に連結する連繋体３とで構成し 
た掘削装置を、所定の掘削機体Ａに装着して掘削部によ 
る無排土穿孔掘削によって、地盤Ｃにケーシング１の立 
て込みを行い、ケーシングの砕石投入口１２から砕石投 
入及び投入砕石の掘削部による充填圧縮を、ケーシング 
の引き抜きに合わせて段階的に行いながら掘削装置を引 
き抜いて地盤に砕石杭Ｄを構築する。
【選択図】図３

審査請求　有　請求項の数　7　　ＯＬ　（全13頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 上 下 適 宜 間 隔 で 砕 石 投 入 口 を 設 け た ケ ー シ ン グ と 、 ケ ー シ ン グ に 内 装 さ れ 、 下 端 に 掘 削  
ビ ッ ト 及 び 掘 削 ビ ッ ト 直 上 に 抑 え 込 み 螺 旋 羽 根 を 備 え た 掘 削 部 を 設 け た 掘 削 ロ ッ ド と 、 ケ  
ー シ ン グ 上 端 に 着 脱 自 在 に 装 着 す る と 共 に 、 掘 削 ロ ッ ド 上 端 に 連 結 す る 連 繋 体 と で 構 成 し  
た 掘 削 装 置 を 、 所 定 の 掘 削 機 体 に 装 着 し て 掘 削 部 に よ る 無 排 土 穿 孔 掘 削 に よ っ て 、 地 盤 に  
ケ ー シ ン グ の 立 て 込 み を 行 い 、 ケ ー シ ン グ の 砕 石 投 入 口 か ら 砕 石 投 入 及 び 投 入 砕 石 の 掘 削  
部 に よ る 充 填 圧 縮 を 、 ケ ー シ ン グ の 引 き 抜 き に 合 わ せ て 段 階 的 に 行 い な が ら 掘 削 装 置 を 引  
き 抜 い て 地 盤 に 砕 石 杭 を 構 築 し て な る 地 盤 改 良 工 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 掘 削 部 に よ る 投 入 砕 石 の 充 填 圧 縮 を 、 連 繋 体 と ケ ー シ ン グ の 連 結 を 解 除 し 、 掘 削 部 の 螺  
旋 羽 根 の 回 転 に よ る 砕 石 押 し 込 み 、 或 い は 掘 削 部 の 上 下 動 に よ る 砕 石 押 し 込 み の 何 れ か 又  
は 双 方 で 行 っ て な る 請 求 項 １ 記 載 の 地 盤 改 良 工 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ケ ー シ ン グ と 、 ケ ー シ ン グ に 内 装 さ れ る 掘 削 ロ ッ ド と 、 ケ ー シ ン グ 上 端 で 掘 削 ロ ッ ド 及  
び ケ ー シ ン グ と 各 別 に 連 結 す る 連 繋 体 と で 構 成 さ れ 、
ケ ー シ ン グ は 、 上 下 適 宜 間 隔 で 砕 石 投 入 口 を 設 け た 所 定 長 の 筒 状 部 を 備 え る と 共 に 、 前 記  
筒 状 部 の 上 端 に 連 繋 体 と 連 結 着 脱 自 在 と し た 筒 状 の 駆 動 連 結 部 を 設 け て な り 、
掘 削 ロ ッ ド は 、 ケ ー シ ン グ に 対 応 す る 所 定 長 さ の 軸 長 を 有 す る 軸 部 の 下 端 に 、 掘 削 ビ ッ ト  
及 び 前 記 掘 削 ビ ッ ト の 直 上 に 抑 え 込 み 螺 旋 羽 根 を 備 え た 掘 削 部 を ケ ー シ ン グ 先 端 か ら 所 定  
長 突 出 可 能 に 設 け 、 軸 部 上 端 に 連 繋 体 と 連 結 す る 上 端 連 結 部 を 設 け て な り 、
連 繋 体 は 、 前 記 ケ ー シ ン グ 上 端 の 筒 状 の 駆 動 連 結 部 に 嵌 合 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ る 連 繋 筒 体  
と 、 上 端 の 掘 削 機 体 へ の 装 着 部 と 下 端 の ロ ッ ド 連 結 部 と を 備 え て 前 記 連 繋 筒 体 に 貫 通 態 様  
で 接 続 さ れ る 伝 達 軸 体 と か ら な り 、 伝 達 軸 体 と 連 繋 筒 体 と の 接 続 部 を 上 下 位 置 変 更 可 能 構  
造 と し て な る 特 徴 と す る 地 盤 改 良 用 掘 削 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 伝 達 軸 体 に 、 上 下 多 段 と な る 複 数 の 接 続 部 を 設 け て な る 請 求 項 ３ 記 載 の 地 盤 改 良 用 掘 削  
装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 連 繋 体 に お け る 伝 達 軸 体 と 連 繋 筒 体 と の 接 続 部 を 、 伝 達 軸 体 に 連 結 し た 掘 削 部 が ケ ー シ  
ン グ 下 端 よ り 突 出 し て 組 み 込 ま れ る 位 置 と 、 ケ ー シ ン グ 内 に 納 ま る 位 置 に な る よ う に 設 定  
し て な る 請 求 項 ３ 又 は ４ 記 載 の 地 盤 改 良 用 掘 削 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 連 繋 筒 体 と ケ ー シ ン グ の 駆 動 連 結 部 は 、 ケ ー シ ン グ と 連 繋 筒 体 と が 所 定 の 相 対 角 度 位 置  
で の み 連 結 解 除 さ れ る 構 造 と し て な る 請 求 項 ３ 乃 至 ５ 記 載 の 何 れ か の 地 盤 改 良 用 掘 削 装 置  
。
【 請 求 項 ７ 】
　 ケ ー シ ン グ の 外 周 面 適 宜 箇 所 に 、 掘 削 回 転 方 向 に 対 応 す る 押 圧 傾 斜 面 を 備 え た 孔 壁 押 圧  
部 を 設 け て な る 請 求 項 ３ 乃 至 ６ 記 載 の 何 れ か の 地 盤 改 良 用 掘 削 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 地 盤 の 液 状 化 対 策 の た め の 地 盤 改 良 工 法 及 び 前 記 工 法 に 使 用 す る 掘 削 装 置 に  
関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 状 化 対 策 を 目 的 と し た 地 盤 改 良 手 段 と し て 、 軟 弱 地 盤 に 砕 石 杭 （ ド レ ン 孔 ） を 形 成 し  
、 地 盤 の 排 水 性 を 高 め 、 地 震 時 の 完 全 液 状 化 を 軽 減 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 前 記 の 砕 石  
杭 を 地 盤 に 構 築 す る た め に は 、 地 盤 中 に ケ ー シ ン グ を 立 て 込 み 、 ケ ー シ ン グ 内 に 充 填 材 （  
砕 石 ） を 投 入 充 填 し 、 砕 石 を 地 盤 に 残 し て ケ ー シ ン グ を 引 き 抜 き 、 砕 石 杭 を 構 築 し て い る  
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も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 的 に 軟 弱 地 盤 の 改 良 手 段 と し て ド レ ン 孔 （ 主 と し て 砂 杭 ） を 構 築 す る 際 に 採 用 さ れ  
て い る ケ ー シ ン グ の 立 て 込 み 工 は 、 先 端 に 掘 削 ビ ッ ト を 設 け た ケ ー シ ン グ と 、 ケ ー シ ン グ  
内 に 配 置 し た 排 土 用 オ ー ガ を 組 み 合 わ せ て 排 土 穿 孔 す る 手 段 （ 特 許 文 献 １ ） 、 先 端 に 圧 縮  
カ ム 形 状 の 掘 削 羽 根 を 設 け た ケ ー シ ン グ を 採 用 し て 、 無 排 土 掘 削 で ケ ー シ ン グ を 立 て 込 む  
手 段 （ 特 許 文 献 ２ ） 、 先 端 に 開 閉 可 能 な 円 錐 状 開 閉 扉 を 設 け た ケ ー シ ン グ を 非 掘 削 で ス パ  
イ ラ ル 圧 入 す る 手 段 （ 特 許 文 献 ３ ） が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 砕 石 ・ 砂 等 の 充 填 材 の 充 填 工 は 、 排 土 オ ー ガ の 逆 回 転 で 充 填 材 の 下 方 押 し 込 み を 行  
う 手 段 （ 特 許 文 献 １ ） 、 螺 旋 羽 根 を 備 え た 搬 送 部 で 充 填 材 の 下 方 搬 送 を 行 う 手 段 （ 特 許 文  
献 ２ ） 、 ケ ー シ ン グ 内 に 投 入 し た 充 填 材 （ 砂 ） を ウ オ ー タ ー ジ ェ ッ ト で 押 し 込 む 手 段 （ 特  
許 文 献 ３ ） な ど が 知 ら れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ５ ４ ５ ３ ２ 号 公 報 。
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － ３ １ ６ ５ ９ ２ 号 公 報 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ １ ０ １ ５ ６ 号 公 報 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 地 盤 液 状 化 対 策 と し て 地 盤 に 立 て 込 ん だ ケ ー シ ン グ 内 に 砕 石 を 投 入 し て ド レ  
ン 孔 と な る 砕 石 杭 を 構 築 す る こ と を 目 的 と す る も の で 、 上 記 し た 従 前 の 地 盤 改 良 工 法 は ド  
レ ン 孔 と な る 砂 杭 の 構 築 を 前 提 と し て い る た め 、 投 入 砂 の ケ ー シ ン グ 内 へ の 充 填 は 、 掘 削  
土 排 出 オ ー ガ の 逆 転 （ 特 許 文 献 １ ） や 搬 送 用 螺 旋 羽 根 （ 特 許 文 献 ２ ） を 採 用 し て い る が 、  
砂 に 比 較 し て 砕 石 は 流 動 性 が 低 く い た め 、 ケ ー シ ン グ 内 へ の 砕 石 投 入 に 際 し て オ ー ガ や 搬  
送 用 の 螺 旋 羽 根 部 分 が 邪 魔 に な り 砕 石 投 入 が 効 率 的 に な さ れ な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 砕 石 杭 に お い て は 砕 石 が 十 分 に 締 め 固 め ら れ て い る こ と が 必 要 で あ る 。 こ の た め 特  
許 文 献 ３ に 記 載 の よ う に ケ ー シ ン グ 内 の 空 間 に 単 に 砕 石 を 投 入 す る の み で は 砕 石 の 圧 縮 を  
実 現 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 砕 石 杭 構 築 作 業 を 効 率 的 に 行 え る と 共 に 、 投 入 砕 石 の 充 填 圧 縮 並 び に  
周 辺 地 盤 の 圧 縮 も 実 現 す る 新 規 な 地 盤 改 良 工 法 及 び そ の 掘 削 装 置 を 提 案 し た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ 記 載 に 係 る 地 盤 改 良 工 法 は 、 上 下 適 宜 間 隔 で 砕 石 投 入 口 を 設 け た ケ ー  
シ ン グ と 、 ケ ー シ ン グ に 内 装 さ れ 、 下 端 に 掘 削 ビ ッ ト 及 び 掘 削 ビ ッ ト 直 上 に 抑 え 込 み 螺 旋  
羽 根 を 備 え た 掘 削 部 を 設 け た 掘 削 ロ ッ ド と 、 ケ ー シ ン グ 上 端 に 着 脱 自 在 に 装 着 す る と 共 に  
、 掘 削 ロ ッ ド 上 端 に 連 結 す る 連 繋 体 と で 構 成 し た 掘 削 装 置 を 、 所 定 の 掘 削 機 体 に 装 着 し て  
掘 削 部 に よ る 無 排 土 穿 孔 掘 削 に よ っ て 、 地 盤 に ケ ー シ ン グ の 立 て 込 み を 行 い 、 ケ ー シ ン グ  
の 砕 石 投 入 口 か ら 砕 石 投 入 及 び 投 入 砕 石 の 掘 削 部 に よ る 充 填 圧 縮 を 、 ケ ー シ ン グ の 引 き 抜  
き に 合 わ せ て 段 階 的 に 行 い な が ら 掘 削 装 置 を 引 き 抜 い て 地 盤 に 砕 石 杭 を 構 築 し て な る こ と  
を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 本 発 明 の 請 求 項 ２ 記 載 に 係 る 地 盤 改 良 工 法 は 、 上 記 工 法 に お い て 、 掘 削 部 に よ る 投  
入 砕 石 の 充 填 圧 縮 を 、 連 繋 体 と ケ ー シ ン グ の 連 結 を 解 除 し 、 掘 削 部 の 螺 旋 羽 根 の 回 転 に よ  
る 砕 石 押 し 込 み 、 或 い は 掘 削 部 の 上 下 動 に よ る 砕 石 押 し 込 み の 何 れ か 又 は 双 方 で 行 っ て な  
る も の で あ る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ３ 記 載 に 係 る 地 盤 改 良 装 置 は 、 上 記 工 法 を 実 現 す る も の で 、 ケ ー シ ン グ  
と 、 ケ ー シ ン グ に 内 装 さ れ る 掘 削 ロ ッ ド と 、 ケ ー シ ン グ 上 端 で 掘 削 ロ ッ ド 及 び ケ ー シ ン グ  
と 連 結 す る 連 繋 体 と で 構 成 さ れ 、 ケ ー シ ン グ は 、 上 下 適 宜 間 隔 で 砕 石 投 入 口 を 設 け た 所 定  
長 の 筒 状 部 を 備 え る と 共 に 、 前 記 筒 状 部 の 上 端 に 連 繋 体 と 連 結 着 脱 自 在 と し た 筒 状 の 駆 動  
連 結 部 を 設 け て な り 、 掘 削 ロ ッ ド は 、 ケ ー シ ン グ に 対 応 す る 所 定 長 さ の 軸 長 を 有 す る 軸 部  
の 下 端 に 、 掘 削 ビ ッ ト 及 び 前 記 掘 削 ビ ッ ト の 直 上 に 抑 え 込 み 螺 旋 羽 根 を 備 え た 掘 削 部 を ケ  
ー シ ン グ 先 端 か ら 所 定 長 突 出 可 能 に 設 け 、 軸 部 上 端 に 連 繋 体 と 連 結 す る 上 端 連 結 部 を 設 け  
て な り 、 連 繋 体 は 、 前 記 ケ ー シ ン グ 上 端 の 筒 状 の 駆 動 連 結 部 に 嵌 合 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ る  
連 繋 筒 体 と 、 上 端 の 掘 削 機 体 へ の 装 着 部 と 下 端 の ロ ッ ド 連 結 部 と を 備 え て 前 記 連 繋 筒 体 に  
貫 通 態 様 で 接 続 さ れ る 伝 達 軸 体 と か ら な り 、 伝 達 軸 体 と 連 繋 筒 体 と の 接 続 部 を 上 下 位 置 変  
更 可 能 構 造 と し て な る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 而 し て 掘 削 ロ ッ ド の 上 端 を 連 繋 体 （ 伝 達 軸 体 ） に 連 結 し 、 掘 削 ロ ッ ド を ケ ー シ ン グ 内 に  
配 置 し 、 ケ ー シ ン グ 上 端 の 駆 動 連 結 部 と 連 繋 体 （ 連 繋 筒 体 ） を 連 結 し て 掘 削 装 置 を 一 体 と  
す る 。 次 に 連 繋 体 （ 伝 達 軸 体 ） の 装 着 部 を 、 所 定 の 掘 削 機 体 （ 走 行 機 体 に リ ー ダ マ ス ト を  
備 え 、 リ ー ダ マ ス ト に 沿 っ て 上 下 動 す る 回 転 駆 動 機 構 を 有 す る 周 知 の 掘 削 機 体 ） の 回 転 駆  
動 機 構 に 連 結 し て 前 記 掘 削 装 置 を 吊 下 げ 装 着 し 、 所 定 の 地 盤 改 良 工 事 を 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 地 盤 改 良 工 事 は 、 地 盤 の ド レ ン 孔 と な る 砕 石 杭 を 構 築 す る も の で 、 掘 削 機 体 に 本 発 明 の  
掘 削 装 置 を 装 着 し 、 掘 削 装 置 を 回 転 駆 動 し て 掘 削 穿 孔 し 、 地 盤 中 に 掘 削 装 置 全 体 を 挿 入 す  
る 。 特 に 前 記 の 掘 削 穿 孔 に お い て は 、 掘 削 部 を ケ ー シ ン グ 下 端 か ら 突 出 さ せ た 状 態 で 行 う  
。 従 っ て 掘 削 部 の 掘 削 ビ ッ ト で 砂 地 掘 削 を 行 う と 共 に 、 掘 削 土 砂 を 抑 え 込 み 螺 旋 羽 根 で 掘  
進 方 向 に 押 し 出 し て ケ ー シ ン グ 内 へ の 侵 入 を 阻 止 す る の で 、 効 率 的 な 無 排 土 穿 孔 掘 削 が な  
さ れ る と 共 に 、 掘 削 孔 周 囲 の 地 盤 を 圧 縮 す る こ と に な る （ 掘 削 工 ） 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 掘 削 工 を 終 え る と 砕 石 の 投 入 及 び 投 入 し た 砕 石 の 充 填 圧 縮 を 行 う も の で 、 砕 石 は 地  
表 面 上 に 露 出 し た ケ ー シ ン グ の 砕 石 投 入 口 か ら ケ ー シ ン グ 内 に 投 入 し 、 連 繋 体 と ケ ー シ ン  
グ と の 連 結 を 解 除 し て ケ ー シ ン グ を そ の ま ま で 掘 削 部 を 可 動 と し 、 掘 削 部 の 上 下 動 、 螺 旋  
羽 根 に よ る 押 し 込 み 回 転 で 砕 石 の 充 填 圧 縮 を 行 う 。 前 記 の 砕 石 投 入 ・ 充 填 圧 縮 は 、 ケ ー シ  
ン グ の 適 宜 な 引 き 抜 き に 対 応 し て 段 階 的 に 行 う も の で 、 ケ ー シ ン グ の 引 き 抜 き に よ っ て 地  
表 近 く に 露 出 し た 砕 石 投 入 口 か ら ケ ー シ ン グ 内 に 砕 石 を 投 入 し て 、 掘 削 部 に よ る 充 填 圧 縮  
を 行 う こ と を 適 宜 繰 り 返 し 、 掘 削 孔 の 全 体 に 対 し て 砕 石 の 充 填 圧 縮 を 行 う （ 充 填 圧 縮 工 ）  
。 従 っ て 前 記 の 充 填 圧 縮 工 を 終 え 掘 削 装 置 を 掘 削 地 盤 か ら 引 き 抜 く と 、 地 盤 に ド レ ン 孔 と  
な る 砕 石 杭 が 構 築 さ れ 、 前 記 砕 石 杭 を 所 定 の 間 隔 で 構 築 す る こ と で 地 盤 に 液 状 化 対 策 が 施  
さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 本 発 明 の 請 求 項 ５ 記 載 に 係 る 地 盤 改 良 用 掘 削 装 置 は 、 上 記 装 置 に お い て 、 特 に 連 繋  
体 に お け る 伝 達 軸 体 と 連 繋 筒 体 と の 接 続 部 を 、 伝 達 軸 体 に 連 結 し た 掘 削 部 が ケ ー シ ン グ 下  
端 よ り 突 出 し て 組 み 込 ま れ る 位 置 と 、 ケ ー シ ン グ 内 に 納 ま る 位 置 に な る よ う に 設 定 し て い  
る も の で 、 掘 削 工 が 速 や か に 行 う こ と が で き る 共 に 、 掘 削 部 の 引 き 込 み 位 置 に 設 定 す る こ  
と に 定 に よ っ て 砕 石 の 充 填 圧 縮 を ケ ー シ ン グ 外 直 下 又 は ケ ー シ ン グ 内 で 行 う こ と が で き る  
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 本 発 明 の 請 求 項 ６ 記 載 に 係 る 地 盤 改 良 用 掘 削 装 置 は 、 前 記 掘 削 装 置 に お い て 特 に 連  
繋 筒 体 と ケ ー シ ン グ の 駆 動 連 結 部 は 、 ケ ー シ ン グ と 連 繋 筒 体 と が 所 定 の 相 対 角 度 位 置 で の  
み 連 結 解 除 さ れ る 構 造 と し て な る も の で 、 ケ ー シ ン グ が 埋 設 状 態 で 連 繋 筒 体 （ 掘 削 ロ ッ ド  
） を 当 該 連 結 状 態 と 逆 回 動 し て 所 定 位 置 ま で 回 動 す る と 、 ケ ー シ ン グ と 連 繋 筒 体 の 連 結 が  
解 除 さ れ る こ と に な り 、 充 填 圧 縮 工 に 際 し て ケ ー シ ン グ を 非 動 の ま ま で の 掘 削 ロ ッ ド の 独  
自 動 作 へ の 移 行 を 簡 単 に 行 え る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 本 発 明 の 請 求 項 ７ 記 載 に 係 る 地 盤 改 良 用 掘 削 装 置 は 、 上 記 の い ず れ か の 掘 削 装 置 に  
お い て 、 ケ ー シ ン グ の 外 周 面 適 宜 箇 所 に 、 掘 削 回 転 方 向 に 対 応 す る 押 圧 傾 斜 面 を 備 え た 孔  
壁 押 圧 部 を 設 け て な る も の で 、 掘 削 時 に 掘 削 孔 の 孔 壁 を 効 率 的 に 圧 縮 し 、 結 果 的 に 軟 弱 な  
周 辺 地 盤 自 体 を 圧 縮 す る こ と に な る と 共 に 、 掘 削 時 及 び 引 き 抜 き 時 （ 掘 削 方 向 回 転 の 場 合  
） の ケ ー シ ン グ の 孔 壁 に よ る 抵 抗 を 軽 減 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 通 り 、 先 端 に 所 定 の 掘 削 部 を 備 え た 掘 削 ロ ッ ド を ケ ー シ ン グ 内 に 配 置 し  
た 掘 削 装 置 を 使 用 し て 、 掘 削 作 業 の 効 率 を 高 め る と 共 に 、 前 記 掘 削 部 に よ っ て 投 入 砕 石 の  
圧 縮 を 行 う よ う に し た も の で 、 地 盤 改 良 の た め の 砕 石 が 充 填 圧 縮 さ れ た 砕 石 杭 を 効 率 的 に  
構 築 す る こ と が で き た も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 掘 削 装 置 の 全 体 図 。
【 図 ２ 】 同 工 事 過 程 の 説 明 図 （ 掘 削 工 ・ ひ ら が な 表 示 は 施 工 順 を 示 す ） 。
【 図 ３ 】 同 図 （ 砕 石 投 入 ） 。
【 図 ４ 】 同 図 （ 投 入 砕 石 の 充 填 圧 縮 工 ・ 引 き 抜 き 工 ） 。
【 図 ５ 】 同 図 （ 砕 石 の 充 填 圧 縮 時 の 掘 削 部 動 作 の 説 明 図 ） 。
【 図 ６ 】 同 掘 削 装 置 の 連 繋 体 の 説 明 図 （ 分 解 図 ） 。
【 図 ７ 】 同 図 （ 連 繋 筒 体 と 伝 達 軸 体 の 接 続 状 態 ） 。
【 図 ８ 】 同 図 （ 連 繋 体 と ケ ー シ ン グ と の 連 結 状 態 ） 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 実 施 形 態 に 示 し た 掘 削 装 置 は 、 ケ ー シ ン グ １  
と 、 掘 削 ロ ッ ド ２ と 、 連 繋 体 ３ で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ケ ー シ ン グ １ は 、 例 え ば 約 ５ ｍ 長 （ 構 築 す る 砕 石 杭 長 よ り 適 宜 長 く す る ） 、 直 径 ５ ０ ｃ  
ｍ 程 度 の 筒 状 部 １ １ で 形 成 し た も の で 、 筒 状 部 １ １ に は 上 下 適 宜 間 隔 で 砕 石 投 入 口 １ ２ を  
設 け て な り 、 上 端 に 駆 動 連 結 部 １ ３ を 設 け 、 筒 状 部 下 端 に 掘 削 刃 １ ４ を 垂 設 し 、 下 方 外 周  
面 に 掘 削 用 螺 旋 突 条 （ 掘 削 回 転 ： 以 下 「 正 回 転 」 で ケ ー シ ン グ を ね じ 込 む ス パ イ ラ ル 突 条  
） １ ５ を 周 設 し 、 筒 状 部 １ １ の 外 周 面 全 体 に 掘 削 回 転 方 向 （ 正 回 転 方 向 ） に 対 応 す る 押 圧  
傾 斜 面 を 備 え た 孔 壁 押 圧 部 １ ６ を 、 上 下 及 び 放 射 状 に 適 宜 間 隔 で 設 け て な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 前 記 駆 動 連 結 部 １ ３ は 、 後 述 す る 連 繋 体 ３ の 連 繋 筒 体 ３ １ の 連 結 突 部 ３ １ ２ が 差 し  
込 ま れ 、 連 繋 筒 体 ３ １ の 正 回 転 （ 掘 削 回 転 ） 方 向 移 動 ・ 逆 回 転 （ 引 抜 回 転 ） 方 向 移 動 で 係  
止 状 態 と な る 逆 Ｔ 字 状 溝 １ ７ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 掘 削 ロ ッ ド ２ は 、 所 定 長 さ の 軸 部 ２ １ の 下 端 に 掘 削 部 ２ ２ を 連 結 し 、 上 端 に 後 述 す る 連  
繋 体 ３ の 伝 達 軸 体 ３ ２ と 連 結 す る 上 端 連 結 軸 部 ２ ３ を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 掘 削 部 ２ ２ は 、 軸 部 ２ １ の 連 結 す る 掘 削 軸 ２ ２ １ に 掘 削 方 向 回 転 で 掘 削 物 を 下 方 に 押 し  
込 む 螺 旋 羽 根 ２ ２ ２ （ ケ ー シ ン グ １ の 掘 削 用 螺 旋 突 条 １ ５ と は 逆 方 向 の ス パ イ ラ ル ） を 設  
け 、 螺 旋 羽 根 ２ ２ ２ の 下 端 面 に 掘 削 ビ ッ ト ２ ２ ３ を 垂 設 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 連 繋 体 ３ は 、 連 繋 筒 体 ３ １ と 伝 達 軸 体 ３ ２ で 構 成 さ れ 、 連 繋 筒 体 ３ １ は 、 本 体 ３ １ １ が  
上 記 駆 動 連 結 部 １ ３ 内 に 嵌 合 す る 大 き さ の 筒 体 で 、 本 体 ３ １ １ の 外 周 面 に 逆 Ｔ 字 状 溝 １ ７  
に 係 止 で き る 連 結 突 部 ３ １ ２ を 突 設 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 伝 達 軸 体 ３ ２ は 、 連 繋 筒 体 ３ １ を 上 下 に 貫 通 す る 十 分 な 長 さ を 備 え た 軸 部 ３ ２ １ を 備 え  
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、 上 端 に 掘 削 機 体 Ａ の 回 転 駆 動 機 構 ｂ へ の 装 着 部 ３ ２ ２ と 、 下 端 に 掘 削 ロ ッ ド ２ の 上 端 連  
結 軸 部 ２ ３ と 連 結 す る ロ ッ ド 連 結 部 ３ ２ ３ を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 連 繋 筒 体 ３ １ と 伝 達 軸 体 ３ ２ は 、 上 下 位 置 変 更 可 能 な 構 造 の 接 続 部 を も っ て 接 続 す る も  
の で 、 油 圧 シ リ ン ダ ー を 添 設 し て 連 続 的 に 位 置 変 更 す る 構 造 を 採 用 す る こ と も で き る が 、  
図 示 し た 本 実 施 形 態 は 、 接 続 箇 所 が 上 下 多 段 で 選 択 的 に 連 結 可 能 と し た 接 続 部 位 を 備 え る  
こ と で 対 応 し て い る も の で あ る 。 具 体 的 に は 、 接 続 構 造 と し て 伝 達 軸 体 ３ ２ に 、 上 中 下 の  
各 位 置 に 放 射 状 （ ４ 方 向 ） に 突 設 し た 接 続 腕 部 ３ ２ ４ ａ ， ３ ２ ４ ｂ ， ３ ２ ４ ｃ を 設 け る と  
共 に 、 各 接 続 腕 部 ３ ２ ４ ａ ・ ・ ・ に ピ ン 貫 通 孔 ３ ２ ５ を 設 け 、 連 繋 筒 体 ３ １ に は 、 前 記 伝  
達 軸 体 ３ ２ の 軸 部 ３ ２ １ 及 び 接 続 腕 部 ３ ２ ４ ａ ， ・ ・ ・ が 通 過 す る 挿 通 孔 を 穿 設 し た 上 蓋  
部 ３ １ ３ を 設 け る と 共 に 、 上 蓋 部 ３ １ ３ 上 の 接 続 腕 部 ３ ２ ４ ａ ・ ・ ・ 挟 む 位 置 に 接 続 受 部  
３ １ ４ を 設 け 、 接 続 受 部 ３ １ ４ に ピ ン 装 着 孔 ３ １ ５ を 設 け て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 従 っ て 連 繋 筒 体 ３ １ と 伝 達 軸 体 ３ ２ と は 、 上 中 下 段 の 接 続 腕 部 ３ ２ ４ ａ 、 ・ ・ ・ の 何 れ  
か を 接 続 受 部 ３ １ ４ の 位 置 に 合 わ せ 、 一 致 す る ピ ン 貫 通 孔 ３ ２ ５ 及 び ピ ン 装 着 孔 ３ １ ５ に  
ピ ン を 挿 着 す る こ と で 接 続 さ れ 一 体 化 す る も の で 、 特 に 上 段 接 続 腕 部 ３ ２ ４ ａ の 位 置 で 接  
続 し た 場 合 は 、 掘 削 部 ２ ２ が ケ ー シ ン グ １ の 下 端 か ら 突 出 す る よ う に し て 掘 削 作 業 に 対 応  
さ せ 、 中 段 接 続 腕 部 ３ ２ ４ ｂ 又 は 下 段 接 続 腕 部 ３ ２ ４ ｃ の 位 置 で 接 続 し た 場 合 は 、 掘 削 部  
２ ２ が ケ ー シ ン グ １ 内 に 納 ま る よ う に し て 、 砕 石 の 充 填 圧 縮 作 業 に 対 応 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 し た 各 部 材 は 、 所 定 の 組 み 上 げ を 以 て 掘 削 装 置 と す る も の で 、 ケ ー シ ン グ １ 内 に 配  
置 さ れ る 掘 削 ロ ッ ド ２ が 、 そ の 上 端 連 結 軸 部 ２ ３ と 連 繋 体 ３ の 伝 達 軸 体 ３ ２ の ロ ッ ド 連 結  
部 ３ ２ ３ と 連 結 し 、 伝 達 軸 体 ３ ２ は 連 繋 筒 体 ３ １ と 所 定 の 接 続 部 位 で 接 続 し 、 前 記 の 接 続  
状 態 で 連 繋 筒 体 ３ １ を ケ ー シ ン グ １ の 筒 状 駆 動 連 結 部 １ ３ に 嵌 合 装 着 し 、 連 結 突 部 ３ １ ２  
を 逆 Ｔ 字 状 溝 １ ７ に 侵 入 さ せ て 回 動 す る と 、 連 繋 体 ３ と ケ ー シ ン グ １ と が 係 止 さ れ 、 掘 削  
装 置 が 一 体 と な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 連 繋 体 ３ に お け る 連 繋 筒 体 ３ １ と 伝 達 軸 体 ３ ２ と は 、 掘 削 装 置 に お け る 掘 削 部 ２ ２  
の 組 み 込 み 位 置 を 定 め る た め に 、 接 続 受 部 ３ １ ４ と 接 続 す る 接 続 腕 部 ３ ２ ４ ａ ， ３ ２ ４ ｂ  
， ３ ２ ４ ｃ を 決 定 す る も の で あ る が 、 前 述 し た と お り 掘 削 開 始 時 に は 、 掘 削 部 ２ ２ を ケ ー  
シ ン グ １ の 下 端 か ら 突 出 さ せ る よ う に 、 上 段 接 続 腕 部 ３ ２ ４ ａ を 接 続 受 部 ３ １ ４ に ピ ン 連  
結 接 続 し 、 後 に 中 段 接 続 腕 部 ３ ２ ４ ｂ 又 は 下 段 接 続 腕 部 ３ ２ ４ ｃ を 接 続 受 部 ３ １ ４ に 連 結  
接 続 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 工 法 は 、 上 記 の 各 部 材 を 組 み 合 わ せ て 構 成 し た 掘 削 装 置 を 、 所 定 の 掘 削 機 体 Ａ に  
装 着 し 、 地 盤 Ｂ に 砕 石 Ｃ で 形 成 し た ド レ ン 孔 （ 砕 石 杭 ） Ｄ を 構 築 に 際 し て 、 砕 石 の 圧 密 を  
実 現 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 使 用 す る 掘 削 機 体 Ａ は 、 リ ー ダ マ ス ト ａ を 備 え た 走 行 機 体 で 、 掘 削 装 置 を 連 結 し て 回 転  
駆 動 す る 回 転 駆 動 機 構 ｂ を 、 前 記 リ ー ダ マ ス ト ａ に 装 着 し 、 回 転 駆 動 機 構 ｂ に 掘 削 装 置 を  
吊 下 げ 連 結 し て リ ー ダ マ ス ト ａ に 沿 っ て 上 下 動 さ せ 掘 削 作 業 を 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 而 し て 前 記 の 掘 削 装 置 を 使 用 し て 、 ケ ー シ ン グ １ を 地 盤 Ｂ に 挿 入 す る 掘 削 工 、 ケ ー シ ン  
グ １ 内 に 砕 石 Ｃ を 投 入 し て 砕 石 Ｃ を 充 填 圧 縮 す る 充 填 圧 縮 工 を 順 次 行 い 、 所 定 の ド レ ン 孔  
（ 砕 石 杭 ） Ｄ を 構 築 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 掘 削 工 は 、 一 体 と し た 掘 削 装 置 の 伝 達 軸 体 ３ ２ の 装 着 部 ３ ２ ２ を 掘 削 機 体 Ａ の 回 転 駆 動  
機 構 ｂ に 連 結 し て 取 り 付 け て （ 図 ２ あ ） 、 従 前 の 地 盤 掘 削 と 同 様 に 掘 削 装 置 全 体 （ ケ ー シ  
ン グ １ 、 掘 削 ビ ッ ト ２ 、 連 繋 体 ３ ） を 回 転 沈 下 さ せ て 地 盤 穿 孔 を 行 う （ 図 ２ い ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 前 記 の 掘 削 工 は 、 掘 削 ビ ッ ト ２ ２ ３ で 下 方 地 盤 を 掘 削 し 、 掘 削 砂 を 螺 旋 羽 根 ２ ２ ２ で 抑  
え 込 み 、 掘 削 砂 の ケ ー シ ン グ １ 内 へ の 侵 入 を 阻 止 し な が ら 掘 削 し て 無 排 土 掘 削 を 行 う 。 更  
に ケ ー シ ン グ １ の 螺 旋 突 条 １ ５ に よ っ て ケ ー シ ン グ １ の 回 転 も 掘 進 力 と し て 作 用 し 、 且 つ  
孔 壁 押 圧 部 １ ６ に よ っ て ケ ー シ ン グ １ と 孔 壁 と の 抵 抗 が 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 掘 削 工 を 終 了 す る と 砕 石 投 入 及 び 投 入 し た 砕 石 の 充 填 圧 縮 を 行 う 。 砕 石 の 投 入 は ケ ー シ  
ン グ １ に お け る 地 表 近 く に 露 出 し た 砕 石 投 入 口 １ ２ か ら ケ ー シ ン グ １ 内 に 砕 石 Ｃ を 投 入 し  
て 、 掘 削 ロ ッ ド ２ に よ る 充 填 圧 縮 作 業 を 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 掘 削 ロ ッ ド ２ に よ る 砕 石 Ｃ の 充 填 圧 縮 は 、 連 繋 体 ３ 及 び 掘 削 ロ ッ ド ２ を ケ ー シ ン グ １ に  
対 し て 所 定 方 向 の 回 動 （ 連 結 突 部 ３ １ ２ を 逆 Ｔ 字 状 溝 １ ７ の 中 央 位 置 ＝ 連 結 解 除 位 置 ） す  
る と 、 掘 削 ロ ッ ド ２ 及 び 連 繋 体 ３ は 、 ケ ー シ ン グ ３ と の 連 結 が 解 除 さ れ る の で 、 掘 削 ロ ッ  
ド ２ 及 び 連 繋 体 ３ は 、 上 下 移 動 並 び に 回 転 駆 動 が 可 能 に な る と 共 に 、 中 段 接 続 腕 部 ３ ２ ４  
ｂ 又 は 下 段 接 続 腕 部 ３ ２ ４ ｃ を 連 繋 筒 体 ３ １ へ の 接 続 を 可 能 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 砕 石 の 充 填 圧 縮 工 は 、 前 記 の 掘 削 ロ ッ ド ２ 及 び 連 繋 体 ３ と ケ ー シ ン グ ３ と の 連 結 及 び 連  
結 解 除 、 掘 削 装 置 全 体 又 は 掘 削 ロ ッ ド ２ 及 び 連 繋 体 ３ の 上 下 移 動 並 び に 回 転 駆 動 を 順 次 行  
い 、 前 記 の ケ ー シ ン グ ３ の 段 階 的 引 き 抜 き に 応 じ て 地 表 に 露 出 し て い る 砕 石 投 入 口 １ ２ か  
ら 順 次 砕 石 Ｃ を ケ ー シ ン グ １ 内 に 投 入 し て 段 階 的 に 実 施 し （ 図 ４ え ） 、 掘 削 装 置 の 引 き 抜  
き 時 に は 、 ド レ ン 孔 （ 砕 石 杭 ） Ｄ が 構 築 さ れ る も の で あ る （ 図 ４ お ） 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 具 体 的 に は 、 掘 削 終 了 時 （ 図 ３ ） に 掘 削 部 ２ ２ を ケ ー シ ン グ １ 内 に 引 き 上 げ 、 砕 石 Ｃ を  
ケ ー シ ン グ １ の 砕 石 投 入 口 １ ２ か ら ケ ー シ ン グ １ 内 に 投 入 す る と 、 掘 削 箇 所 （ 掘 削 孔 ） Ｅ  
に 砕 石 Ｃ が 落 下 し 、 掘 削 孔 Ｅ に 砕 石 Ｃ が 満 た さ れ る と 、 砕 石 の 圧 縮 を 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 即 ち 連 繋 筒 体 ３ １ の 連 結 突 部 ３ １ ２ を 逆 Ｔ 字 状 溝 １ ７ か ら 引 き 抜 い た 位 置 ま で 掘 削 部 ２  
２ を 上 昇 さ せ 、 砕 石 Ｃ を 投 入 す る と 共 に 適 宜 掘 削 部 ２ ２ を 掘 削 回 転 （ 正 回 転 ） さ せ る と 、  
ケ ー シ ン グ １ の 下 方 の 掘 削 孔 Ｅ に 砕 石 Ｃ が 送 り 込 ま れ （ 押 し 込 ま れ ） 充 填 さ れ る こ と に な  
り 、 更 に 必 要 に 応 じ て 掘 削 部 ２ ２ を 上 下 動 さ せ る と 砕 石 Ｃ を 押 し 込 む こ と に な り 、 掘 削 孔  
Ｅ 内 の 砕 石 Ｃ は 圧 密 さ れ る （ 図 ５ え １ ） 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 前 記 し た 最 初 の 掘 削 孔 Ｅ へ の 砕 石 投 入 ・ 充 填 圧 縮 に 際 し て 、 掘 削 工 時 の ま ま の 連 繋 筒 体  
３ １ と 伝 達 軸 体 ３ ２ の 接 続 箇 所 を 上 段 接 続 腕 ３ ２ ４ ａ と し て 行 っ て も 良 い が 、 中 段 接 続 腕  
部 ３ ２ ４ ｂ と 接 続 し て 行 っ て も 良 い 。 掘 削 装 置 の 引 き 抜 き 及 び 次 回 以 降 の 砕 石 投 入 ・ 充 填  
圧 縮 に 際 し て は 、 連 繋 筒 体 ３ １ と 伝 達 軸 体 ３ ２ の 接 続 箇 所 を 中 段 接 続 腕 部 ３ ２ ４ ｂ に す る  
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 連 繋 筒 体 ３ １ と 伝 達 軸 体 ３ ２ の 接 続 箇 所 を 中 段 接 続 腕 部 ３ ２ ４ ｂ と し て 、 連 繋 筒 体 ３ １  
を 駆 動 連 結 部 １ ３ に 嵌 合 し 、 掘 削 部 ２ ２ は 略 ケ ー シ ン グ １ の 先 端 口 に 臨 む 位 置 に し て 、 掘  
削 ロ ッ ド ２ を 逆 回 転 （ 引 き 抜 き 回 転 ） さ せ る と 、 連 結 突 部 ３ １ ２ が 逆 Ｔ 字 状 溝 １ ７ に 係 止  
し 、 そ の ま ま 掘 削 装 置 全 体 を 逆 回 転 さ せ な が ら 所 定 距 離 引 き 抜 く 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 前 記 の 掘 削 装 置 を 適 宜 距 離 引 き 抜 く と 、 砕 石 Ｃ が 充 填 さ れ て い な い 新 た な 掘 削 孔 部 分 Ｅ  
１ が 露 出 す る の で 、 前 記 と 同 様 に 砕 石 投 入 及 び 充 填 圧 縮 を 行 う も の で あ る （ 図 ５ え ２ ） 。  
こ れ を 掘 削 装 置 全 体 の 引 き 抜 き ま で 数 回 繰 り 返 し こ と で ド レ ン 孔 （ 砕 石 杭 ） Ｄ の 構 築 が な  
さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 特 に 掘 削 装 置 の 引 き 抜 き 及 び 砕 石 投 入 ・ 充 填 圧 縮 の 作 業 に 際 し て 、 連 繋 筒 体 ３ １ と  
伝 達 軸 体 ３ ２ の 接 続 箇 所 と し て 下 段 接 続 部 ３ ２ ４ ｃ を 採 用 す る と 、 ケ ー シ ン グ １ 内 の 掘 削  
部 ２ ２ の 位 置 が 変 更 さ れ る 。 従 っ て 掘 削 装 置 の 引 き 上 げ 時 に は 、 図 ５ （ え イ 、 ロ ） に 示 す  
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よ う に 、 ケ ー シ ン グ １ 内 の 掘 削 部 ２ ２ 下 方 に 砕 石 非 充 填 空 間 Ｆ が 生 ず る こ と に な る の で 、  
砕 石 Ｃ の 充 填 圧 縮 の 全 部 も し く は 一 部 を ケ ー シ ン グ １ 内 で 行 う こ と が で き る こ と に な り 、  
砕 石 の 充 填 圧 縮 工 に 際 し て 、 掘 削 孔 Ｅ の 孔 壁 の 崩 壊 の 発 生 を 防 止 し な が ら 実 施 す る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 の 砕 石 Ｃ の 充 填 圧 縮 工 を 行 い 、 最 終 的 に ケ ー シ ン グ の 引 き 抜 き を 終 え る と 地 盤 Ｂ に  
ド レ ン 孔 と な る 砕 石 杭 Ｄ が 構 築 さ れ （ 図 ４ お ） 、 前 記 砕 石 杭 Ｄ を 所 定 の 間 隔 で 構 築 す る こ  
と で 地 盤 Ｂ に 液 状 化 対 策 が 施 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お ケ ー シ ン グ １ の 引 き 抜 き に 際 し て ケ ー シ ン グ １ 及 び 掘 削 ロ ッ ド ２ の 掘 削 逆 回 転 で 行  
う も の で あ る が 、 ケ ー シ ン グ １ 内 に 砕 石 Ｃ が 存 在 し 、 且 つ 掘 削 ロ ッ ド ２ に は 、 螺 旋 羽 根 ２  
２ ２ が 存 在 し て い る の で 、 掘 削 装 置 の 引 き 抜 き に 際 し て 砕 石 Ｃ の 上 昇 移 動 が 行 わ れ る が 、  
次 の 充 填 圧 縮 作 業 に よ っ て 前 記 の 砕 石 移 動 は 解 消 さ れ る 。 仮 に ケ ー シ ン ク １ の 引 き 抜 き を  
掘 削 方 向 回 転 で 行 っ た 場 合 、 掘 削 用 螺 旋 突 条 １ ５ は 逆 螺 旋 と な っ て 抵 抗 と な る が 、 地 盤 で  
あ り 孔 壁 押 圧 部 １ ６ に よ っ て 孔 壁 が 保 持 さ れ る た め 特 に 支 障 と は な ら な い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
１       ケ ー シ ン グ
１ １     筒 状 部
１ ２     砕 石 投 入 口
１ ３     駆 動 連 結 部
１ ４     掘 削 刃
１ ５     掘 削 用 螺 旋 突 条
１ ６     孔 壁 押 圧 部
１ ７     逆 Ｔ 字 状 溝
２       掘 削 ロ ッ ド
２ １     軸 部
２ ２     掘 削 部
２ ２ １     掘 削 軸
２ ２ ２     螺 旋 羽 根
２ ２ ３     掘 削 ビ ッ ト
２ ３     上 端 連 結 軸 部
３       連 繋 体
３ １     連 繋 筒 体
３ １ １     本 体
３ １ ２     連 結 突 部
３ １ ３     上 蓋 部
３ １ ４     接 続 受 部
３ １ ５     ピ ン 装 着 孔
３ ２     伝 達 軸 体
３ ２ １     軸 部
３ ２ ２     装 着 部
３ ２ ３     ロ ッ ド 連 結 部
３ ２ ４ ａ ， ３ ２ ４ ｂ ， ３ ２ ４ ｃ     接 続 腕 部
３ ２ ５     ピ ン 貫 通 孔
Ａ     掘 削 機 体
ａ     リ ー ダ マ ス ト
ｂ     回 転 駆 動 機 構
Ｂ     砂 地
Ｃ     砕 石
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Ｄ     ド レ ン 孔 （ 砕 石 杭 ）
Ｅ     掘 削 孔
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 3 年 2 月 1 6 日 ( 2 0 2 1 . 2 . 1 6 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 工 法 は 、 上 記 の 各 部 材 を 組 み 合 わ せ て 構 成 し た 掘 削 装 置 を 、 所 定 の 掘 削 機 体 Ａ に  
装 着 し 、 地 盤 Ｂ に 砕 石 Ｃ で 形 成 し た ド レ ン 孔 （ 砕 石 杭 ） Ｄ を 構 築 に 際 し て 、 砕 石 の 圧 縮 を  
実 現 す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 記 の 掘 削 工 は 、 掘 削 ビ ッ ト ２ ２ ３ で 下 方 地 盤 を 掘 削 し 、 掘 削 土 を 螺 旋 羽 根 ２ ２ ２ で 抑  
え 込 み 、 掘 削 土 の ケ ー シ ン グ １ 内 へ の 侵 入 を 阻 止 し な が ら 掘 削 し て 無 排 土 掘 削 を 行 う 。 更  
に ケ ー シ ン グ １ の 螺 旋 突 条 １ ５ に よ っ て ケ ー シ ン グ １ の 回 転 も 掘 進 力 と し て 作 用 し 、 且 つ  
孔 壁 押 圧 部 １ ６ に よ っ て ケ ー シ ン グ １ と 孔 壁 と の 抵 抗 が 軽 減 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 即 ち 連 繋 筒 体 ３ １ の 連 結 突 部 ３ １ ２ を 逆 Ｔ 字 状 溝 １ ７ か ら 引 き 抜 い た 位 置 ま で 掘 削 部 ２  
２ を 上 昇 さ せ 、 砕 石 Ｃ を 投 入 す る と 共 に 適 宜 掘 削 部 ２ ２ を 掘 削 回 転 （ 正 回 転 ） さ せ る と 、  
ケ ー シ ン グ １ の 下 方 の 掘 削 孔 Ｅ に 砕 石 Ｃ が 送 り 込 ま れ （ 押 し 込 ま れ ） 充 填 さ れ る こ と に な  
り 、 更 に 必 要 に 応 じ て 掘 削 部 ２ ２ を 上 下 動 さ せ る と 砕 石 Ｃ を 押 し 込 む こ と に な り 、 掘 削 孔  
Ｅ 内 の 砕 石 Ｃ は 圧 縮 さ れ る （ 図 ５ え １ ） 。
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 3 月 1 7 日 ( 2 0 2 2 . 3 . 1 7 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
　 上 下 適 宜 間 隔 で 砕 石 投 入 口 を 設 け た ケ ー シ ン グ と 、 ケ ー シ ン グ に 内 装 さ れ 、 下 端 に 掘 削  
ビ ッ ト 及 び 掘 削 ビ ッ ト 直 上 に 抑 え 込 み 螺 旋 羽 根 を 備 え た 掘 削 部 を 設 け た 掘 削 ロ ッ ド と 、 ケ  
ー シ ン グ 上 端 に 着 脱 自 在 に 装 着 す る と 共 に 、 掘 削 ロ ッ ド 上 端 に 連 結 す る 連 繋 体 と で 構 成 し  
た 掘 削 装 置 を 、 所 定 の 掘 削 機 体 に 装 着 し て 前 記 掘 削 部 に よ る 無 排 土 穿 孔 掘 削 に よ っ て 、 地  
盤 に ケ ー シ ン グ の 立 て 込 み を 行 い 、 ケ ー シ ン グ の 砕 石 投 入 口 か ら 砕 石 投 入 及 び 投 入 砕 石 の
前 記 掘 削 部 に よ る 充 填 圧 縮 を 、 ケ ー シ ン グ の 引 き 抜 き に 合 わ せ て 段 階 的 に 行 い な が ら 掘 削  
装 置 を 引 き 抜 い て 地 盤 に 砕 石 杭 を 構 築 し て な る 地 盤 改 良 工 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ２ 】
　 掘 削 部 に よ る 投 入 砕 石 の 充 填 圧 縮 を 、 連 繋 体 と ケ ー シ ン グ の 連 結 を 解 除 し 、 前 記 掘 削 部  
の 螺 旋 羽 根 の 回 転 に よ る 砕 石 押 し 込 み 、 或 い は 前 記 掘 削 部 の 上 下 動 に よ る 砕 石 押 し 込 み の  
何 れ か 又 は 双 方 で 行 っ て な る 請 求 項 １ 記 載 の 地 盤 改 良 工 法 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ 記 載 に 係 る 地 盤 改 良 工 法 は 、 上 下 適 宜 間 隔 で 砕 石 投 入 口 を 設 け た ケ ー  
シ ン グ と 、 ケ ー シ ン グ に 内 装 さ れ 、 下 端 に 掘 削 ビ ッ ト 及 び 掘 削 ビ ッ ト 直 上 に 抑 え 込 み 螺 旋  
羽 根 を 備 え た 掘 削 部 を 設 け た 掘 削 ロ ッ ド と 、 ケ ー シ ン グ 上 端 に 着 脱 自 在 に 装 着 す る と 共 に  
、 掘 削 ロ ッ ド 上 端 に 連 結 す る 連 繋 体 と で 構 成 し た 掘 削 装 置 を 、 所 定 の 掘 削 機 体 に 装 着 し て
前 記 掘 削 部 に よ る 無 排 土 穿 孔 掘 削 に よ っ て 、 地 盤 に ケ ー シ ン グ の 立 て 込 み を 行 い 、 ケ ー シ  
ン グ の 砕 石 投 入 口 か ら 砕 石 投 入 及 び 投 入 砕 石 の 前 記 掘 削 部 に よ る 充 填 圧 縮 を 、 ケ ー シ ン グ  
の 引 き 抜 き に 合 わ せ て 段 階 的 に 行 い な が ら 掘 削 装 置 を 引 き 抜 い て 地 盤 に 砕 石 杭 を 構 築 し て  
な る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 本 発 明 の 請 求 項 ２ 記 載 に 係 る 地 盤 改 良 工 法 は 、 上 記 工 法 に お い て 、 掘 削 部 に よ る 投  
入 砕 石 の 充 填 圧 縮 を 、 連 繋 体 と ケ ー シ ン グ の 連 結 を 解 除 し 、 前 記 掘 削 部 の 螺 旋 羽 根 の 回 転  
に よ る 砕 石 押 し 込 み 、 或 い は 前 記 掘 削 部 の 上 下 動 に よ る 砕 石 押 し 込 み の 何 れ か 又 は 双 方 で  
行 っ て な る も の で あ る 。
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